
利 用 者 の た め に 地 下 道 を 清 掃

△会員たちは丁寧に地下道を清掃していました

△反射材を受け取った児童と両団体の会員ら

　あなたの地区の楽しい催しや出来事などがあり
ましたら、役場企画観光課まちづくり班（内線
262）までお知らせください。

　10月12日（火）、社会奉仕団体「鶴田ライオ

ンズクラブ」（小野貢誠会長）は統一奉仕デー

にあわせて、陸奥鶴田駅付近の「丹頂地下道」

で清掃ボランティアを行いました。

　同クラブによる清掃活動は毎年行われてお

り、この日は会員約15人が参加。会員たちは

階段脇などの落ち葉やたばこの吸い殻などの

ゴミを拾い集めたほか、竹竿などにほうきを

取り付けて、長さ4.5ｍにしたほうきで、手が

届かない天井付近のクモの巣を取り除くなど、

隅々まで丁寧に清掃していました。

　小野会長は「地下道の利用者に気持ちよく

利用してもらいたい。コロナで活動を制限し

てきたので、これからは精力的に活動してい

きたい」と話していました。

　町交通安全協議会（須郷耕二会長）と町交通安

全母の会連合会（奈良順子会長）は10月 11日（月）、

鶴田診療所と鶴田小学校に反射材の配布、寄贈を

行いました。

　この取り組みは 7 年前から行われており、初め
は診療所での配布のみでしたが、3 年前から小学校
への寄贈が行われました。両団体の会員は診療所
では町民に靴に貼る反射材約 30 枚を配布。小学校
では１年生と６年生に腕に巻き付けて使う反射材
を約 90 枚ずつ寄贈しました。
　須郷会長は「子どもたちを交通事故に遭わせな
いようにするためには各家庭はもちろん地域の大
人たちが気をつけてあげることが大切です。引き
続き事故防止の啓発活動を行っていきます」と話
していました。

交通事故防止のため反射材を寄贈
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　町は公益財団法人ブルーシー・アンド・グリーンラ

ンド財団（Ｂ＆Ｇ財団）との「防災拠点の設置および

災害時相互支援体制構築事業」の助成先に選ばれ、10

月８日（金）決定通知書の授与式が行われました。

　この事業は同財団が災害発生時の緊急対応・避難所

運営に必要な防災倉庫の整備や人材育成に関する費用

を自治体に助成するもので、2021 年度に開始。全国で

25自治体、県内では当町が助成対象となっています。

　機材配備や防災倉庫整備に 3,000 万円、配備された

重機の操作や緊急対応のための人材育成に３年間で上

限900万円が助成されます。

　同財団の朝日田常務理事は「配備される機材などを

活用するためには人材育成が必要不可欠。消防や消防

団などと連携して継続した研修を行ってほしい」と話

していました。

災 害 時 に 備 え て　 協 力 関 係 を 構 築

　町とみちのくコカ・コーラボトリング株式会社は

10月 14 日（木）、「災害時における飲料の確保に関

する協定」を締結しました。

　この協定は災害時に町が同社に連絡して必要な分

の飲料を迅速に受け取ることができるものです。今

回の協定締結は同社の事業エリア（青森県・秋田県・

岩手県）内では69件目、県内では 23件目となります。

　締結式に出席した中村青森営業統括部長兼青森営

業部長は「北東北を拠点とする地元企業として、地

域の皆さまに寄り添い、有事の際には迅速に飲料を

提供することは重要な使命だと考えています。日ご

ろから、飲料と安心、爽やかさを届けていきたい」

と話していました。

△協定書を手にする中村部長（左から３人目）と相川町長

△朝日田常務理事から通知書を受け取る相川町長

　僕も参加しているシロバナタンポポ保全プロジェクトで
北畠さんと世良さんという方とお知り合いになりました。
北畠さんは板柳町の方で絵やイラストを描くアーティスト
で個展も開催しています。世良さんは藤崎町の方で青森県
の歴史と文書に精通していて文筆家として活動していま
す。
　お二人のように近隣の市町村にも面白い活動をしていた
り、すごい能力を持っていたりする人がたくさんいます。そ
ういう方から刺激をもらって協力し合いながら、地域や鶴
田町を盛り上げていけるといいな、と思っています。

△交流の輪を広げている川口さん

Vol.40（筆：川口翔大）

Twitter　 　facebook 

　地域おこし協力隊の
活動内容は、SNS・町
ホームページでも確認
することができます。

川口さんの SNS

Ｂ&Ｇ財団が防災事業費約3,900万円を助成

企業と災害時飲料確保の協定を結ぶ
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鶴田小学校屋外運動場が竣工しました鶴田小学校屋外運動場が竣工しました

・運動場
　運動場の総面積9,998㎡（うち天然芝 6,064㎡）

　野球場、１周 200mトラック、100ｍの直走路

　走り幅跳び用の砂場と助走路、

　砂場

・遊　具
　ブランコ、鉄棒、うんてい、ジャングルジム

　10 月 13 日～ 15 日に新生鶴田小学校になって初め
ての運動会が行われました。昨年度は新型コロナウイ
ルスの影響で開催を中止。今年度は学年別に開催し、
保護者の観覧も人数制限を設けて行われました。児童
たち 527 人は完成したばかりのグラウンドで諦めず
にゴールを目指して走っていました。

　10 月、鶴田小学校の屋外運動場整備工事が終了し、鶴田小学校屋外運動場が竣工しました。屋外運
動場の詳細は以下のとおりです。

■問い合わせ先
　自衛隊青森地方協力本部　五所川原地域事務所　
　TEL：０１７３ー３５ー２３０５

　自衛隊青森地方協力本部では、次のとおり自衛官を
募集します。

令和３年度自衛官募集案内

※詳細については、下記へお問い合わせください。

●一般曹候補生
　○応募資格
　　�採用予定月の１日現在、18 歳以上 33 歳未満の者
　○受付期間
　　令和 3 年 11 月 22 日（月）～ 12 月３日（金）
　○試験日
　　１次試験：令和 3 年 12 月 11 日（土）
　　２次試験：�令和４年１月 13 日（木）から
　　　　　　　1 月 15 日（土）のうち指定する日
　○最終合格発表
　　令和４年１月 28 日（金）

　10月 12日（火）、自衛官募集相談員の委嘱

式が行われ、町と自衛隊青森協力本部から秋

庭勝廣さんに委嘱しました。

　募集相談員は自衛隊志願者に対する情報の

提供や、自衛隊青森協力本部の募集に関する

広報活動の支援などを行います。任期は令和

５年10月 12日までです。

自衛官募集相談員を委嘱

委嘱状を手にする秋庭さん ( 中央）

新生 ・ 鶴田小学校で初めての運動会が開催
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